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会などに集う識者たちの常識とはなっている。

つまり「子どもの発達に資す舞台芸術」はそ

れこそ公共の財であるからして、国民の生活

機関として行政はその責任を負うべきである

というのが本来の常識である、という。では

その常識が行政に、自治体に、そして国民に

対して普及されているのであるか。

狩野　売り買いの関係ははっきりさせた方が

いい。ことばを暖昧に使うと関係が暖味にな

ってしまう。現在の児童・青少年演劇人の、

どうにか生きていると言う程度のこのあまり

の低賃金は舞台の再創造にも届かなくて、良

くはない。さらにまた地元だから、よく知り

合っているお友達だから、といって我々も

「値切られる」ことがある。この関係は改善で

きないものなのか。米は三日では作れない。

その地域に安心して住め、安心して付き合え

る、信頼の関係があってこそ我々の「創造」

は続けられる。勿論我々もその地域に必要な

存在になること。この繰り返し。まるで耐久

テストのようだけれど。そして今日の我々が

あるという関係。これなんだよなあ。

佐藤一晴　そもそもこの杜会の近代化には売

り買いの関係をその根底ではっきりさせてき

たからこそ築かれたのではなかったか。この

時代は分業の時代だろう。それぞれにみんな

がそれぞれの専門家になってきたからこそ、

それぞれの分野が前進したのだろう。本当の

プロフェッショナルとはそういうものだった。

演劇人だけで近代化はできない。より一層高

度な近代化の社会づくりは自治体の仕事でも

ある。児童演劇人たちのやってきた地を這う

活動というものは勿論大切だった。そしてい

ま、資本主義の市場原理に規制と条件を加え

て行く行政的システムの構築が必要な時代だ

ろう。だから運動を準備しよう。自治体職員、

役員、官僚、政治家、ジャーナリスト、テレ

ビ局、学者、教師。この人たちを説得するの

だ。そのための理論構築とテクニックを準備

しよう。ニューヨークが財政破綻（’75年）し

て世界を驚かせたが、観光収入の増大、サー

ビス業の活性化でその苦境を脱出した。この

時ホテルの宿泊費に1ドルの文化税を掛けて財

源を補完した。ニューヨークには世界のトッ

プカルチャーがあり、此界から人が来るから、

その観光を保障する都市づくり政策が取られ

たと言う訳だった。その街に芸術家が住む。

優れた芸能がそこにあるから人がくる。そし

て街が活性化する。これが経済的価値をうむ。

この説得だ。

佐々木雅幸　芸団協を中心にして芸能基本法

の原案を創っている。

　文化・芸術は市場で売買する財か否か。欧

米では売買するものではないと考えられてい

る。徴税とか軍隊とか、国家としてどうして

もなさねばならない財というものがある。国

家とともに民間もまたこれに手をかしてなす

べきものとの考えから、「準公共財」と考えら

れている財がある。学校に国立、公立、そし

て私立の学校があるようにだ。子どもを観客

とする舞台芸術はこれだろう。これはどんな

に財政危機がやってきても、民間の力を借り

るとしても、本来から公的機関が貢任を持っ

て保障し、削除してはいけない筈の「公共の

財」だ。今日語られた芸能は職業的にも、従

って当然経営的にも成り立たせねばならない

舞台芸術のはずだからだ。

荒木昭夫　最後に終わりの感想とつかんだ展
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望を記す。発言者についてのコーディネート

は適切で、この10年の中ではもっとも内容は

深まったと思える。しかし参加者についての

準備はしていなかった。強く反省し次回に

期す。またこの先の取り組みも早速、策を講

じなければならぬと思う。

（狩野猛、佐藤誠一、佐藤一晴氏らの報告は当日資

料集にある。本稿では重複を避けて省略した。）

一1…o　・　　）　．

狩野猛さん

　現在、人と人との関係が薄くなり、人と人とを

つなぐ文化活動がますます重要　になってきてし、

ると思う。文化団体は地域との関係無くして存在

することが難しいが、合わせて芸術文化の社会的

価値につし、て、理論的にも主張する努力の必要を

痛感した。参加者がもう少し多かったら、いろい

ろな意見が聞けて良かったと思う。

穴原武夫さん

　文化活動の本質的な役割が具体的に見えたよう

な気がする。人間が社会と、そ　して同じ人問と

係わりあうことがどれほど大事なことか。そして

その実践の場が、住み、生活する場所で、信頼を

積み重ねて協同の方向へ一緒に持って行く事の大

切さを実感。

佐贋醐一さん

　荒馬座の地域で果たしてし、る役割は目に見えな

し、ものも含めて大きなものであ　ると思う。文化

に対する国の関わり方が、欧米とあまりにも違し、

過ぎた。改めて公共財の位置付けが必要だろう。

佐贋一晴さん

　コメンテーターから、ボローニヤやわらび座の

lTの取り組みを聞し、て、あらた　めて新しし、技術

的発達を積極的に活用した、現代的な芸能活動の

展開の重要性を痛感した。さまざまな芸能集団が

地を這うような活動を展開してし、るさまを伺って、

素晴らしし、とし、う思いを新たにするとともに、も

う少しシステマチックで科学的な、芸能に対する

公的支援の重要性、正当性を証明するノー八ウを

共通の資産として蓄積する必要性も感じた。

渡辺一〇さん（長野厚生違労組）

　文化活動が人間が人問らしく生きていくための

活動であると　すれぽ、医療や保険、福祉の仕事

も広い意味では文化活動だと思う。人づくり、地

域づ　くりのために文化活動の意義を改めて確認

して、文化と仕事を結び付けた連携組織を前　進

させたし、と思う。

渡辺哲さん（労協センター事業団）

　一般参加者が6人だったのは寂しかった。佐々木

先生が言っていた、公　共事業に金をつぎ込んで

も景気回復には結びつかなし、と言う意見は、私が

以前から考えていた事で共感した。ソフトウエア、

個性的な人材育成に金をつぎ込むべきだと思う。

今ほど交通機関や情報手段が発達した時代には、

地域ことに特色ある文化を作り出すのは難しい。

しかしインターネットで同じ趣味を持つ人同士が

集まることは以前よりずっと盛んになってし、る。

そこから新たな文化創造がはかれるのではなし、か。

仲野邦彦さん（遺賀中聞中高年事業団）

　佐藤一晴さんの話が非常に参考になった。グル

ープホームを作ったら、そこの町の老人文化運動

のセンターになり得るように育て、町内の老人会

に定期的に文化運動のとりくみの成果を披露し、

豊かな老後の暮らしに役立てたし、。

後贋武弥さん（劇団うりんこ）

　世界は広いと思った。ボローニヤの協同組合の

話の一端を聞いた。優れた協同の実践を知ること

の大切さを感じた。第9分科会への参加者が少なか

ったが、これはなぜだろう。多くの芸術団体は協

同することで各の団体の活動を支えてし、るのに。

芸術団体の抱える問題を他業種の団体も聞くとい

うような討論に向かうことができると良いなあ！
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